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令和３年度公共事業 

再評価諮問箇所個別資料 
 

道路課 道路整備交付金事業 等  １２件 

 

 １ 公共事業再評価諮問箇所一覧表、B/C の考え方 

                       Ｐ1～ 

 ２ 個別事業箇所資料             

・ 公共事業再評価諮問箇所「継続」理由書等    

  ・ 再評価対象事業箇所調書 

・ 個別箇所説明資料 

①  道路整備交付金事業（中原鳥栖線(下野)）Ｐ３～ 

②  道路整備交付金事業（三瀬神埼線(広滝)）Ｐ11～ 

③  道路整備交付金事業（国道 323 号(柳瀬)）Ｐ19～  



④  道路整備交付金事業（国道 264 号(嘉納)）Ｐ27～ 

⑤  道路改良事業（東与賀佐賀線(本庄)）  Ｐ34～ 

⑥  道路整備交付金事業 

（前原富士線(上無津呂)）Ｐ42～ 

⑦  道路整備交付金事業 

（佐賀環状東線(牛島)） Ｐ51～ 

⑧  道路整備交付金事業（諸富西島線(徳富)）Ｐ61～ 

⑨  道路整備交付金事業（諸富西島線(迎島)）Ｐ70～ 

⑩  道路整備交付金事業 

（国道 204 号(唐房バイパス)）Ｐ78～ 

⑪  道路改良事業 

（国道 444 号(佐賀福富道路)）Ｐ87～ 

⑫  道路改良事業 

（国道 444 号(福富鹿島道路)）Ｐ96～ 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（社会資本整備総合交付金） 

一般県道 中原鳥栖線（下野工区） 

継続・中止理由 〇道路整備により、交通の円滑化と安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=2.18）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 60％［約 20 億円/約 33 億円］

（令和 2 年度末）であり、用地進捗率は 100％となっている。 

〇鳥栖市南部地域の幹線道路として、交通量は増加傾向にある

が、今後整備される新産業集積エリアが完成・分譲されるこ

とで交通量が増加する見通しである。 

〇用地買収も完了しており、計画されている新産業集積エリア

や整備中の東部地域ゴミ処理場の乗入口の調整など、地元自

治体と協力し一体となった整備の推進が図られているため、

今後の円滑な事業執行が可能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ６８．５億円 

・走行経費縮小便益 ＝  ４．８億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．０億円 

       合計 ＝ ７３．３億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ３２．８億円 

・維持修繕費    ＝  ０．９億円 

       合計 ＝ ３３．７億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ７３．３／３３．７ 

          ＝ ２．１８ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式１  
令和３年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
 

番号 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

備考 

 
 
 

 
道路整備交付
金事業 
 
一般県道 
中原鳥栖線
（下野工区） 

 
事業主体：県 
事業地：鳥栖市
真木町～下野
町 
 
 

 
 当該路線は、みやき町
と鳥栖市を結ぶ道路で、
国道3号や(主)久留米基
山筑紫野線と連絡する、
地域間の交流や物流を
担う主要幹線道路であ
る。 
 当該区間の沿線には、
新産業集積エリアが計
画されており、工業拠点
の機能向上を図る産業
軸として期待されてい
る。また、計画区間にあ
る鳥南橋は、大型車の離
合が困難であり、新橋へ
の交通切り替えや道路
拡幅を行うことで、交通
の円滑化や安全性の向
上を図るものである。 

 
全体事業費：32.8億円 
 
工期：H24～R7 
 
事業内容： 
 延長 L=1.0km 
 幅員 W=6.5(15.0)m 
 
 改良工 L=1.0km 
 舗装工 L=1.0km 
 橋梁  1橋 
 測試   一式 
 用地補償 一式 

 
R2末進捗率：約60％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率7.1％） 
 
〇用地補償契約 100% 
 
 

 
 R2年3月に策定された
「鳥栖市都市計画マスタ
ープラン」の将来都市構
造において、広域連携軸
（国道3号,久留米基山筑
紫野線等）との連携を強
化し、工業拠点の機能向
上を図る産業軸として位
置付けられた。 
 
鳥栖市南部地域の幹線

道路として、自動車交通
量は増加傾向にあるが、
今後整備される新産業集
積得エリアが完成・分譲
されると更なる交通量の
増加が見込まれる。 
 
観測地点：浄水ｾﾝﾀｰ前 
■H22センサス 
 ・9,941台／12h 
■H27センサス 
 ・11,670台／12h 

 
B/Cは1.0を上

回っている。 
 
B/C＝2.18 

 
 
 
 
 
 

 
（ｺｽﾄ縮減） 
・再生資材の利用
促進を図る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
事業採択後
10年経過の
ため再評価 
 
 

 
継続 
 
(理由) 
・当該箇所の事
業の必要性に変
わりはない。 
・B/C1.0以上
（B/C=2.18）が
確保されてい
る。 
・用地買収も完
了しており、今
後も円滑な事業
執行が可能であ
る。 
以上のことか

ら、当該事業の
完成に向けて、
事業を継続する
こととしたい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（％） 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（防災・安全交付金） 

 主要地方道 三瀬神埼線（広滝工区） 

継続・中止理由 〇道路整備により、交通の円滑化や安全性の向上、また、緊急

輸送道路としての機能向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=1.37）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 69％［約 7 億円/約 10 億円］

（令和 2 年度末）であり、用地進捗率は 100％となっている。 

〇地元の協力により、用地買収も完了しているため、今後の円

滑な事業執行が可能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １３．１億円 

・走行経費減少便益 ＝  ２．８億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．０億円 

合計 ＝ １５．９億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ １１．１億円 

・維持修繕費    ＝  ０．５億円 

       合計 ＝ １１．６億円 

 

費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １５．９／１１．６ 

          ＝ １．３７ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式１  
令和３年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
 

番号 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

備考 

 
 
 

 
道路整備交付
金事業 
 
主要地方道 
三瀬神埼線 
（広滝工区） 

 
事業主体：県 
 
事業地： 
神埼市脊振
町広滝 
～神埼市背
振町鹿路 

 
主要地方道三瀬神埼

線は、佐賀市三瀬村と神
埼市街地を結ぶ主要地
方道であり、第２次緊急
輸送道路にも指定され
ている重要な路線であ
る。 
当該区間は、急峻な山

地と河川（城原川）に挟
まれていることから、狭
小な道路形態で線形も
悪く、歩道も未整備であ
る。このため、当該区間
を整備することで交通
の円滑化や安全性の向
上、また、緊急輸送道路
としての機能確保を図
るものである。 

 
全体事業費：10.4億円 
工期：H24～R6 
 
事業内容 
 延長 L=550ｍ 
 幅員 W=6.0（9.75）ｍ 
 
 改良工  L=550ｍ 
 舗装工  L=550ｍ 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 

 
R2末進捗率：約69％ 
（事業費ベース） 
（年平均進捗率7.7％） 
 
○用地補償契約 100％ 

 
 九年庵などの周辺観光
のほか、城原川ダムの整
備に着手されることか
ら、ダム整備と一体とな
った地域振興により、今
後、交通量の増加が見込
まれる。 
 
観測地点：ふれあい館せ
せらぎ付近 
■H22センサス 
 ・3,701台/12h 
■H27センサス 
 ・3,566台/12h 

 
B/Cは1.0を上

回っている。 
 
B/C＝1.37 

 

 
（コスト縮減） 
・再生資源の利用
促進を図ってい
る。 

・工事で発生する
残土の有効利用
を図っている。 

 
 
（代替案の検討） 
・特になし 

 
事業採択後
10年経過の
ため再評価 
 

 
継続 
 
（理由） 
・当該箇所の事
業の必要性に変
わりはない。 
・B/C1.0以上
（B/C=1.37）が
確保されてい
る。 
・用地買収も完
了しており、今
後も円滑な事業
執行が可能であ
る。 
以上のことか

ら、当該事業の
完成に向けて、
事業を継続する
こととしたい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（％） 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：道路課） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業 

一般国道３２３号（柳瀬工区） 

継続・中止理由 〇道路整備により、交通の円滑化や安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=1.05）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 40％［約 16 億円/約 34 億

円］（令和 2 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 47％

（面積ベース）となっている。 

〇地元からも要望がなされるなど、本事業に対する期待は大き

い。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ３２．３億円 

・走行費用短縮便益 ＝  １．２億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．８億円 

       合計 ＝ ３４．３億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ３０．４億円 

・維持修繕費    ＝  ２．２億円 

       合計 ＝ ３２．６億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ３４．３／３２．６ 

          ＝ １．０５ 

備  考  
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様式１  
令和３年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
 

番号 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

備考 

 
 
 

 
道路整備交付金
事業 
 
一般国道323号
（柳瀬工区） 
 
事業主体：県 
 
事業地： 
唐津市七山仁部
～浜玉町五反田
地内 

 
 本路線は佐賀市と唐津
市を結び、西九州自動車
道・浜玉ICや七山・浜玉
地区などへの観光ルート
ともなっている重要な道
路である。 
 しかし、当該区間は幅
員狭小で線形も悪く、車
両の円滑な通行に支障を
きたしているほか、歩道
も未整備となっている。 
 このため、車道拡幅や
線形改良を実施し、交通
の円滑化を図るととも
に、歩道を設置し歩車分
離を行うことで、安全性
の向上を図るものであ
る。 

 
全体事業費：34.0億円 
 
工期：H24～R10 
 
工事内容 
 延長 L=2.5kｍ 
 幅員 W=6.50(11.00)ｍ 
  
 改良工  L=2.5kｍ 
 舗装工  L=2.5kｍ 
 橋梁工  3橋 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 

 
R2末進捗率：40.0％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：4.4％） 
 
用地補償契約：47.4% 
 
 

 
 本事業着手後、西九州自
動車道は唐津千々賀山田
ICから伊万里東府招ICま
で延伸された他、佐賀市の
国道323号・富士バイパス
の供用や嘉瀬川ダムの完
成など、都市間連携・観光
連携としての需要が高ま
っている。 
 また現在、西九州自動車
道・伊万里道路や伊万里松
浦道路の整備も進められ
ており、本路線の重要性は
益々高まっていくものと
期待される。 

 
B/Cは1.0を上

回っている。 
 
B/C=1.05 

 
 

 
（コスト縮減） 
・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 

 
事業採択後 
10年経過のた
め再評価 
 
 

 
継続 
 
（理由） 
・当該箇所の事業
の必要性に変わ
りはない。 
・B/C1.0以上
（B/C=1.05）が確
保されている。 
・地元からも要望
がなされており、
今後も円滑な事
業執行が可能で
ある。 
以上のことか

ら、当該事業の完
成に向けて、事業
を継続すること
としたい。 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：道路課） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（防災・安全交付金） 

一般国道 ２６４号（嘉納工区） 

継続・中止理由 〇自歩道整備により、交通の円滑化と自転車歩行者の交通の安

全性の向上が図られる。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約６５％［約 9.6 億円/約 14.7

億円］（令和２年度末）であり、そのうち用地進捗率は約９

３％（面積ベース）となっている。 

〇早期整備が望まれており、今後の円滑な事業執行が可能であ

る。 

〇よって、当事業の完成に向けて、事業を継続することとした

い。 

備  考  
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様式１  
令和３年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
 

番号 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

備考 

 
 
 

 
道路整備交付金
事業 
 
 
一般国道264号 
（嘉納工区） 
 
事業主体：県 
 
事業地： 
神埼市千代田町
嘉納～詫田 
 
 
 
 
 
 

 
 当路線は、佐賀市を起
点として神埼市を経て、
福岡県久留米市に至る、
広域交流、物流の促進、
沿線市町の連携強化を図
る主要幹線道路である。 
 当該区間は通学路（千
代田中部小）に指定され
ているが、歩道が狭小と
なっている。 
 このため、交通の円滑
化及び自転車歩行者の交
通の安全性の向上を目的
として、整備を実施する
ものである。 
 
 
 
 

 
全体事業費：14.7億円 
 
工期：H24～R8 
 
工事内容 
 延長 L=820m 
 幅員 W=6.5（15.0）ｍ 
 
 改良工 L=820m 
 舗装工 L=820m 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 
 
 
 

 
R2末進捗率：65％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：7.3％） 
 
〇用地補償契約93％ 
 
 
 
 
 

 
・自動車交通量や自転車歩
行者数が多く、依然として
通学路として利用されて
おり、事業の必要性に変化
はない。 
 
 
 

 
－ 

 
 
 
 
 
 

 
(コスト縮減) 
・再生資材の利用
促進を図る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
(代替案の検討) 
・特になし 
 
 
 
 
 
 
 

 
事業採択後10
年経過のため
再評価 
 
 
 
 
 

 
・当該箇所の事業
の必要性に変わ
りはない。 
 
・早期整備が望ま
れており、今後の
円滑な事業執行
が可能である。 
 
以上のことから、
当該事業の完成
に向けて、事業を
継続することと
したい。 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路改良事業 

一般県道 東与賀佐賀線（本庄工区） 

継続・中止理由 〇東与賀佐賀線（本庄工区）は、地域高規格道路「有明海沿岸

道路（大川佐賀道路）」の東与賀ＩＣ（仮称）に接続するア

クセス道路であり、現道区間は歩道が無い区間も多いことか

ら、バイパス整備により交通の円滑化と歩行者等の安全性の

向上を図る事業である。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=3.49）が確保さ

れている事業である。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 86%［約 46 億円/約 53 億

円］（令和 2 年度末）であり、そのうち用地進捗率は 98%と

なっている。 

〇地元は早期整備を望まれており、今後の円滑な事業執行が可

能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １７８．１億円 

・走行費用短縮便益 ＝  １７．６億円 

・交通事故減少便益 ＝   ３．５億円 

       合計 ＝ １９９．２億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ５５．３億円 

・維持修繕費    ＝  １．８億円 

       合計 ＝ ５７．１億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １９９．２／５７．１ 

          ＝ ３．４９ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  

令和３年度再評価対象事業   （前回再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
（対象：平成２８年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 

H28 
再評価 
時点 

道路整備交付金事業
（社会資本整備総合
交付金） 
 
一般県道 
東与賀佐賀線 
 
事業主体：県 
 
事業地： 
佐賀市本庄町鹿子 

 

本路線は、佐賀市の中
心部を南北に縦走し、旧
佐賀市と東与賀町を連絡
する幹線道路であり、有
明海沿岸道路（大川佐賀
道路）東与賀ＩＣ（仮称）
に接続する主要な路線で
ある。 
当該現道区間は通学路

に指定されているが、歩
道が無い区間も多く、交
通事故の増加・歩行者の
安全性の低下が懸念され
るため、歩道整備と併せ
バイパス整備を行い、歩
行者等の安全性の向上と
交通の円滑化を図るもの
である。 
 

 

全体事業費：50.2億円 
 
工期：H23～H34 
 
事業内容 
 延長 L=2,000m 
 幅員 W=13.0(23.25)m 
 
 改良工   L=2,000m 
 地盤改良工 L=2,000m 
 函渠工    N=18基 
舗装工   L=2,000m 

 測試    １式 
 用地補償  １式 
 

○H27末進捗率：約18％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：約5%） 
 
○用地補償は8割完了 
（残り17筆） 

交通量の推移 
H11  9,798台/日(基準) 
 H17 10,140台/日(1.03) 
H22 11,889台/日(1.21) 
 
平成２８年度に地域高規

格道路の整備と併せて行わ
れる、ＩＣへのアクセス道
路の整備に対し、集中的な
支援を行うため、新たな個
別補助制度が創設された。 
 
平成２７年度に県道西与

賀佐賀線（与賀町～佐賀大
学前交差点）の４車線化を
完了した。 
※当事業区間が九州横断

自動車道 佐賀大和ICと有
明海沿岸道路  東与賀 IC 
（仮称）を結ぶ区間で唯一
の２車線区間として残る。 

事業採択時と比
較して大きな要
因の変化は見ら
れない。 
 
Ｂ／Ｃ＝3.98 
 

（コスト縮減） 
・再生資源の利用
促進を図ってい
る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に
流用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし。 
 

社会情勢の急
激な変化のた
め再評価 
 
事業進捗を

図るための確
実な予算確保
を目指し、交付
金から新たに
創設された個
別補助に移行
するため。 
 
 
 
 

継続 
 
（理由） 
 当該事業箇
所はバイパス
による整備で
あるため、整備
効果を発現す
るためには、事
業の継続が必
要である。 
 当該箇所の
事業の必要性
に変化がなく、
交通の円滑化
と交通安全を
図るため、事業
を継続したい。 

現時点 道路改良事業 
 
一般県道 
東与賀佐賀線 
 
事業主体：県 
 
事業地： 
佐賀市本庄町鹿子 

 
 

全体事業費：52.8億円 
 
工期：H23～R5 
 
事業内容 
 延長 L=2,000m 
 幅員 W=13.0(23.25)m 
 
 改良工   L=2,000m 
 地盤改良工 L=2,000m 
 函渠工    N=18基 
舗装工   L=2,000m 

 測試    １式 
 用地補償  １式 

○R2末進捗率：約86％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：約8%） 
 
○用地補償契約：98% 
（面積ベース） 

交通量の推移 
H27 11,011台/日(1.12) 
 
前回評価時より、大きな

変化はみられない。 
 

事業費増に伴う
費用の増加と工
期延伸による便
益の減少 
 
Ｂ／Ｃ＝3.49 
 

同上 前回再評価後、
5年経過のため
再評価 

継続 
 
（理由） 
・当該箇所の事
業の必要性に
変わりはない。 
・ B/C1.0 以 上
(B/C=3.49) が
確保されてい
る。 
・地元は早期整
備を望まれて
おり、今後の円
滑な事業執行
が可能である。 
以上のこと

から、当該事業
の完成に向け
て、事業を継続
することとし
たい。 

 理由等   （工期） 
・用地取得や物件の移転
に時間を要したため。 
 
（事業費） 
・地質調査結果に伴う軟
弱地盤対策工の変更によ
る増 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（社会資本整備総合交付金） 

主要地方道 前原富士線（上無津呂工区） 

継続・中止理由 〇道路整備により、交通の円滑化や安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=1.18）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 75％［約 9 億円/約 12 億円］

（令和 2 年度末）であり、用地進捗率は 100％となっている。 

〇本事業に係る期成会が設立されており、支援体制も整ってい

る。また、地元の協力により、用地買収も完了しているため、

今後の円滑な事業執行が可能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １３．８億円 

・走行経費減少便益 ＝  １．３億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．１億円 

合計 ＝ １５．２億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ １２．２億円 

・維持修繕費    ＝  ０．８億円 

       合計 ＝ １２．９億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １５．２／１２．９ 

          ＝ １．１８ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 
（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

Ｈ３０ 
再評価 
時点 
 
 

道路整備交付金
事業 
 
主要地方道 
前原富士線 
（上無津呂工

区） 
 
事業主体：県 
 
事業地：佐賀市
富士町上無津呂 
 
 

主要地方道前原富士線は、
国道323号（佐賀市富士町
上無津呂）と福岡県糸島市
と結ぶ、主要地方道であ
る。 
当該区間は、幅員狭小で

線形も悪く、歩道も未整備
となっており、特に降雪時
には円滑な交通に支障を
来しているため、現道拡幅
や線形改良、歩道の整備に
より、交通の円滑化や安全
性の向上を図るものであ
る。 

全体事業費：7億円 
工期：H21～H33(R3) 
 
事業内容 
 延長 L=750m 
 幅員 W=6.0(10.0)m 
 
改良工 L=750m 
舗装工 L=750m 
測試  一式 

用地補償 一式 
 
 

H29末進捗率：約63％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率5％） 
 
○用地補償契約 100% 
 
 

福岡県糸島市への観光客数
が年々増加し、観光スポットと
して知名度が上昇しているこ
とや九州大学が福岡県西部地
域へ移転したことに伴い、佐賀
都市圏からのアクセス道路と
して、今後、交通量の増加が見
込まれる。 
 
福岡県側においては、平成28

年度に一部区間(L=1.80km)を
供用するなど整備が順調に進
められている。 
 

事業採択時と比
較して大きな要
因の変化は見ら
れない。 
 
B/C=1.31 
 
 

（コスト縮減） 
・再生資源の利用
促進を図ってい
る。 
・工事で発生する
残土を盛土等に
流用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 
 

事業採択後10年
が経過のため再
評価 
 
 

継続 
 
（理由） 
当該箇所の事
業の必要性に
変化はなく、交
通の円滑化と
交通安全を図
るため、事業を
継続したい。 
 
 

現時点 
 
 

全体事業費：11.5億円 
工期：H21～R8 
 
事業内容 
 延長 L=750m 
 幅員 W=6.0(10.0)m 
 
改良工 L=750m 
舗装工 L=750m 
測試  一式 

用地補償 一式 
 
 
 

R2末進捗率：約75％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率6％） 
 
○用地補償契約 100% 
 
 
 

福岡県糸島市への観光客数
が年々増加し、観光スポットと
して知名度が上昇しているこ
とから、佐賀都市圏からのアク
セス道路として、今後、交通量
の増加が見込まれる。 
 
福岡県側においては、平成28

年度に一部区間(L=1.80km)が
完成し、続けて延長L=1.1㎞の
区間を新たに事業化するなど、
整備が順調に進められている。 
 

事業費増に伴う
費用の増加と工
期延伸による便
益の減少 
 
B/C=1.18 
 
 

同上 
 
 

前回再評価時よ
り工期延長及び
事業費増額のた
め再評価 
 
 
 

継続 
 
（理由） 
・当該箇所の事
業の必要性に
変わりはない。 
・B/C1.0以上
（B/C=1.18）が
確保されてい
る。 
・用地買収も完
了しており、今
後も円滑な事
業執行が確保
されている。 
 以上のこと
から、当該事業
の完成に向け
て、事業を継続
することとし
たい。 

理由等 
 
 

 
 
 

 
 
 

（事業費） 
・道路計画の見直しに
伴う大型擁壁工の追加
による工事費の増 
・建設発生土の他工事
への有効活用に伴う工
事費の増 
 
（工期） 
・道路計画に見直しの
必要が生じ、検討に時
間を要したため。 
・道路計画の見直しに
伴い、大型擁壁工が追
加となったため。 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（％）
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令和３年度公共事業再評価諮問地区「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業(社会資本整備総合交付金) 
一般県道 佐賀環状東線（牛島工区） 

継続・中止理由 〇現道拡幅（4 車線化）により、交通の円滑化や安全性の向上、

また、緊急輸送道路としての機能向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=1.86）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 79％［約 25 億円/約 31 億円］

（令和 2 年度末）であり、用地進捗率は 100％となっている。 

〇地元の協力により、用地買収も完了していること、また、市

街地の工事であるにもかかわらず、周辺の店舗の協力も得ら

れており、今後の円滑な事業執行が可能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ７０．８億円 

・走行経費縮小便益 ＝  ３．７億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．８億円 

       合計 ＝ ７５．３億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ３９．６億円 

・維持修繕費    ＝  ０．７億円 

       合計 ＝ ４０．３億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ７５．３／４０．３ 

          ＝ １．８６ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象事業    （前回再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
（対象：令和元年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 Ｒ１ 
再評価 
時点 

道路整備交付金
事業 
 
一般県道 
佐賀環状東線 
 
事業主体：県 
事業地：佐賀市
巨勢町牛島 

県道佐賀環状東線は、国
道34号（北部バイパス）、
国道208号（西部環状線及
び南部バイパス）と併せて
佐賀市の環状道路の一部
であり、第一次緊急輸送道
路に指定されている。 
当該区間は、交通量が非

常に多く、牛島宿交差点及
び牛島下交差点について
は、主要渋滞箇所にも指定
されている。また、歩道幅
員が狭い区間もあり、歩行
者、自転車等の通行に支障
をきたしているため、現道
拡幅（4車線化）により、
交通の円滑化や安全性の
確保、また、緊急輸送道路
としての機能向上を図る
ものである。 

全体事業費：28.3億円 
 
工期：H12～R4 
 
事業内容 
 延長 L=760m 
 幅員 W=13.0(25.0)m 
 
改良工 L=760m 
舗装工 L=760m 
橋梁  1橋 
測試   一式 
用地補償 一式 

H30末進捗率：約66% 
（事業費ベース） 

 
（年平均進捗率 4%） 
 
○用地補償は完了 

沿道やその周辺において、新
たに店舗や住宅・アパート等が
立ち並び、人口や世帯数も増加
傾向にある。 
また、有明海沿岸道路 大野

島IC～(仮)諸富ＩＣ間が令和
４年度に開通予定であり、交通
量の増加が見込まれる。 

事業採択時と比
較して大きな要
因の変化は見ら
れない。 
 
B/C＝2.17 

（コスト縮減） 
・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 

再評価実施後5年
経過のため再評
価 

継続 
（理由） 
佐賀市街地の

外側で形成され
る環状道路は、４
車線での整備が
概ね完了してい
るが、当該箇所の
みが未整備であ
る。また、牛島宿
交差点及び牛島
下交差点につい
ては、平成25年に
主要渋滞箇所に
位置付けられて
おり、依然として
渋滞が発生して
いる。 
当該箇所の事

業の必要性に変
化はなく、交通の
円滑化と交通安
全を図るため、事
業を継続したい。 
 

現時点 全体事業費：31.2億円 
工期：H12～R6 
事業内容 
 延長 L=760m 
 幅員 W=13.0(25.0)m 
 
改良工 L=760m 
舗装工 L=760m 
橋梁  1橋 
測試   一式 
用地補償 一式 
 

R2末進捗率：約79% 
（事業費ベース） 

 
（年平均進捗率 4%） 
 
○用地補償は完了 

沿道には新たな店舗が出店
し、世帯数も未だ増加傾向に
あるため、今後も交通量の増
加が見込まれる。 
 

事業費増に伴う
費用の増加と工
期延伸による便
益の減少 
 
B/C＝1.86 

同上 前回再評価時よ
り工期延長及び
事業費増額のた
め再評価 
 

継続 
 
（理由） 
・当該箇所の
事業の必要性
に変わりはな
い。 
・B/C1.0以上
（B/C=1.86）
が確保されて
いる。 
・用地買収も
完了してお
り、今後も円
滑な事業執行
が可能であ
る。 
 以上のこと
から、当該事
業の完成に向
けて、事業を
継続すること
としたい。 
 

理由等   （工事） 
・水道管補強工事の追加。 
・橋梁工事における基礎工
の施工計画見直しによる
工事費の増加。 
 
（工期） 
・水道管補強工事の追加。 
・橋梁工事における施工計
画の再検討に時間を要し
たため。 
・架空線の切り回しにおい
て、住宅密集地による配線
計画など設計や関係者と
の調整に時間を要したた
め。 

     

 

（％）
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課  ） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業(防災・安全交付金) 

主要地方道 諸富西島線（徳富工区） 

継続理由 

 
〇歩道整備により、交通の円滑化と自転車歩行者の交通の安全

性の向上が図られる。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 11％［約 0.1 億円/約 0.7 億

円］（令和２年度末）であるが、用地進捗率は５９％となっ

ている。 

〇地元の協力により、用地買収も完了しているため、今後の円

滑な事業執行が可能である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

 

 

 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 
（対象：令和元年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

Ｒ１ 
再評価 
時点 
 
 

道路整備交付金
事業 
 
主要地方道 
諸富西島線 

 （徳富工区） 
 
事業主体：県 
 
事業地：佐賀市
諸富町徳富 

 本路線は、国道208号(佐
賀市諸富町諸富津)を起点
とし、国道264号(みやき町
西島)を終点とする幹線道
路である。また、県東部地
域と九州佐賀国際空港を
結ぶ、重要な路線である。 
 当該区間は通学路(諸富
北小)に指定されている
が、歩道が狭小となってい
る。 
 このため、交通の円滑化
及び自転車歩行者の交通
の安全性の向上を目的と
して、整備を実施するもの
である。 
 
 
 
 

全体事業費：0.5億円 
 
工期：H27～R4 
 
事業内容 
 延長 L=180m 
 幅員 W=6.0(16.0)m 
 
 改良工 L=180m 
 舗装工 L=180m 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 

H30末進捗率：約3% 
(事業費ベース) 
 
 

 平成30年に佐賀バルーナー
ズのホームゲーム会場になっ
ている佐賀市立諸富体育館や
食品工場が近接していること
から、今後、さらなる交通量の
増加が見込まれる。 
 
  
 
 

－ 
 

 
 

(コスト縮減) 
・再生資材の利用
促進を図る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
(代替案の検討) 
・特になし 
 

事業採択後5年間
を経過した時点
で未着工の事業 
 
 

継続 
(理由) 
 当該箇所の
事業の必要性
に変化はなく、
交通の円滑化
と交通安全を
図るため、事業
を継続したい。 
 
 

現時点 
 
 

道路整備交付金
事業 
 
主要地方道 
諸富西島線 
 
事業主体：県 
 
事業地：佐賀市
諸富町徳富 
 
 

全体事業費：0.7億円 
 
工事：H27～R3 
 
事業内容 
 延長 L=180m 
 幅員 W=6.0(16.0)m 
 
 改良工 L=180m 
 舗装工 L=180m 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 
 

R2末進捗率：約10.8% 
(事業費ベース) 
 

前回評価時より大きな変化
は見られない。 

(コスト縮減) 
・再生資材の利用
促進を図る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
(代替案の検討) 
・特になし 
 

前回再評価時よ
り事業費増額の
ため再評価 
 

継続 
(理由) 
・当該箇所の
事業の必要性
に変わりはな
い。 
・用地買収も
完了してお
り、今後も円
滑な事業執行
が可能であ
る。 
以上のことか
ら、当該事業
の完成に向け
て、事業を継
続することと
したい。 

理由等 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
・現地確認を行った結
果、既設舗装にひび割れ
が見受けられ、土質調査
を行ったところ、一部軟
弱地盤があり、拡幅部の
みの整備では、段差が生
じるなど交通に支障と
なることから、既設舗装
部分も併せて整備する
必要が生じたため 
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  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（社会資本整備総合交付金） 

 主要地方道 諸富西島線（迎島工区） 

継続・中止理由 〇筑後川の河川改修と併せた道路整備により、交通の円滑化や

安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0以上（B/C=2.09）が確保され

ている。 

〇事業進捗率は事業費ベースで約89％［約12億円/約13億円］

（令和2年度末）であり、用地進捗率は99％となっている。 

〇本事業に係る期成会が設立されており、支援体制も整ってい

る。長年の懸案であった移転補償について、令和３年度に契

約が得られたことから、今後の円滑な事業執行が可能であ

る。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ３１．３億円 

・走行経費減少便益 ＝  ９．２億円 

・交通事故減少便益 ＝ １０．７億円 

合計 ＝ ５１．１億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ２２．６億円 

・維持修繕費    ＝  １．９億円 

       合計 ＝ ２４．５億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ５１．１／２４．５ 

          ＝ ２．０９ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 
（対象：平成３０年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

Ｈ３０ 
再評価 
時点 
 
 

道路整備交付金
事業 
 
主要地方道 
諸富西島線 
（迎島工区） 

 
事業主体：県 
 
事業地：神埼市
千代田町迎島 
 

 主要地方道諸富西島線
は、国道208号（佐賀市諸
富町諸富津）を起点とし、
国道264号（みやき町西島）
を終点とする主要地方道
である。また、当該区間は、
一級河川筑後川右岸の堤
防兼用道路となっており、
県東部地域から九州佐賀
国際空港へのアクセス道
路として利用される重要
な路線である。 
 当該区間は、幅員狭小に
より、安全な離合が困難で
あり、車両の通行に支障を
来たしている。また、歩道
も未整備であるため、筑後
川の河川改修と併せた整
備により、交通の円滑化や
安全性の向上を図るもの
である。 

全体事業費：12億円 
 
工期：H9～H33(R3) 
 
事業内容 
 延長 L=2.0km 
 幅員 W=6.5(11.5)m 
 
 改良工  L=2.0km 
 舗装工  L=2.0km 
 樋管   1箇所 
 測試   一式 
用地補償 一式 

H29末進捗率：約93％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率 5%） 
 
○用地補償費は9割完
了 
 
〇H20.3.10までに事業
区間の内、L=1.8kmを供
用済み 

九州佐賀国際空港の年間利
用者数は、5年連続(H24～H29)
で過去最高を更新しており、県
東部地域からのアクセス道路
として、今後、交通量の増加が
見込まれる。 
 

事業採択時と比
較して、要因の大
きな変化は見ら
れない。 
 
B/C=2.30 

（ｺｽﾄ縮減） 
・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 

再評価時実施後
５年が経過のた
め再評価 
 

継続 
 
（理由） 
 当該箇所の
事業の必要性
に変化はなく、
引き続き筑後
川河川改修事
業と調整を図
りながら、交通
の円滑化と交
通安全を図る
ため、事業を継
続したい。 
 
 
 
 
 

現時点 
 
 

全体事業費：12.9億円 
 
工期：H9～R6 
 
事業内容 
 延長 L=2.0km 
 幅員 W=6.5(11.5)m 
 
 改良工  L=2.0km 
 舗装工  L=2.0km 
 樋管   1箇所 
 測試   一式 
用地補償 一式 
 
 
 
 
 
 

R2末進捗率：約89％ 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率 4%） 
 
○用地補償費は完了 

〇これまでも県東部地域か
ら九州佐賀国際空港のアクセ
ス道路として交通量は増加し
ているが、九州佐賀国際空港タ
ーミナルビル拡張などの施設
機能強が行われることで、今後
も空港利用者の増加が予想さ
れ、当該路線の交通量も更なる
増加が見込まれる。 

事業費増に伴う
費用の増加と工
期延伸による便
益の減少 
 
B/C=2.09 

（ｺｽﾄ縮減） 
・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 

前回再評価時よ
り工期延長及び
事業費増額のた
め再評価 
 

継続 
 
（理由） 
・当該箇所の事
業の必要性に
変わりはない。 
・B/C1.0以上
（B/C=2.09）が
確保されてい
る。 
・用地買収が完
了したことで、
今後も円滑な
事業執行が可
能である。 
 以上のこと
から、当該事業
の完成に向け
て、事業をする
こととしたい。 
 

理由等 
 
 

 
 

 
 
 

（事業費） 
・全体での移転となる
よう移転方法を見直し
たことに伴い、補償費
が増加したため。 
・堤防の盛土材に適し
た流用土を確保するこ
とができず、新規土を
用いることで工事費が
増加するため。 
 
（工期） 
・移転補償など用地取
得に時間を要したた
め。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（％）
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令和３年度公共事業再評価諮問地区「継続」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業(社会資本整備総合交付金) 
一般国道２０４号（唐房バイパス工区） 

継続理由 〇バイパス整備により、交通の円滑化や安全性の向上が図られ

る。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=1.03）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 60%［約 48 億円/約 80 億

円］（令和 2 年度末）であり、そのうち用地進捗率は 99%と

なっている。 

〇本事業に係る期成会が設立され早期整備が望まれており、支

援体制も整っているため、今後の円滑な事業執行が可能であ

る。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし 

たい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ８９.７億円 

・走行費用短縮便益 ＝  １．５億円 

・交通事故減少便益 ＝  ４．７億円 

       合計 ＝ ９５．９億円 

 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ９０．７億円 

・維持修繕費    ＝  ２．２億円 

       合計 ＝ ９２．９億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ９５．９／９２．９ 

          ＝ １．０３ 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 
（対象：令和元年度 再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 Ｒ１ 
再評価 
時点 

道路整備交付金
事業 
 
一般国道204号
（唐房バイパス
工区） 
 
事業主体：県 
 
事業地：唐津市 
佐志浜町～鳩川 

本路線は、玄界灘に面す
る唐津市各地区や東松浦郡
玄海町を連絡し、産業・経
済・観光面など、地域を支
える重要な路線である。 
また、唐房入口交差点に

ついては、平成 25 年に主要
渋滞箇所に位置付けられ、
依然として渋滞が発生して
いる他、現道は幅員狭小で
歩道も無く円滑な交通に支
障をきたしている。 
現道の通過交通を当該事

業で整備するバイパスへ転
換することにより、現道沿
線の交通環境の改善や交通
安全確保など整備効果を発
現するため、事業を継続し
たい。 

全体事業費：62.6億円 
 
工期：H17～R4 
 
事業内容 
 延長 L=2.0km 
 幅員 W=6.5(11.0)m 
 
改良工 L=2.0km 
舗装工 L=2.0km 
トンネル工 1箇所 
橋梁工  1橋 
測試   一式 
用地補償 一式 
 

H30末進捗率：約55% 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率 6％） 
 
用地補償は98%完了 

呼子方面への観光客数は、若
干の増加傾向にある。また、唐
津東港へのクルーズ船の寄港
により、新たな観光の活性化が
期待でき、今後交通量の増加が
見込まれる。 

事業採択時と
比較して大きな
要因の変化は見
られない。 
 
B/C＝1.10 

（コスト縮減） 
○再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
（代替案の検討） 
○特になし 

再評価実施後5
年経過のため再
評価 

継続 
（理由） 
事業の必要性に

変化が無い。 
現在も、依然として
交通の円滑化と交
通安全の確保が出
来ていないことか
ら、引き続き事業を
継続したい。 

現時点 全体事業費：80.0億円 
 
工期：H17～R4 
 
事業内容 
 延長 L=2.0km 
 幅員 W=6.5(11.0)m 
 
改良工 L=2.0km 
舗装工 L=2.0km 
トンネル工 1箇所 
橋梁工  1橋 
測試   一式 
用地補償 一式 
 

R2末進捗率：約60% 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率 5％） 
 
用地補償は99%完了 

 前回評価時より、大きな変化
はみられない。 

全体事業費増に
伴う費用の増額 
 
B/C＝1.03 

（コスト縮減） 
○再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
（代替案の検討） 
○特になし 

前回再評価時よ
り事業費増額の
ため再評価 

継続 
（理由） 
・当該箇所の事業の
必要性に変わりは
ない。 
・B/C1.0以上
（B/C=1.03）が確保
されている。 
・要望活動が行われ
るなど、早期整備が
望まれており、今後
の円滑な事業執行
が可能である。 
 以上のことから、
当該事業の完成に
向けて、事業をする
こととしたい。 
 

理由等   （事業費） 
・トンネル掘削におい
て、想定より地質の状態
が悪く、地山の補強など
の対策工が必要となっ
たため。 
・地山掘削を行ったとこ
ろ、一部で不安定なとこ
ろがあり、法面対策の追
加が必要となったため。 
・擁壁の基礎部の支持力
不足が確認され、基礎地
盤を砕石に置き換える
必要があったため。 
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令和３年度公共事業再評価諮問地区「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路改良事業 

一般国道４４４号（佐賀福富道路） 

継続・中止理由 〇佐賀福富道路の整備により、産業・観光の活性化や交通渋滞

緩和および交通の円滑化、安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=2.01）が確保され

ている。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 95%［約 548 億円/約 580 億

円］（令和 2 年度末）であり、そのうち用地進捗率は 94%とな

っている。 

〇各市町による期成会や協議会の設立、要望活動が行われるな

ど、早期整備が望まれており、今後の円滑な事業執行が可能

である。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することとし

たい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【便益】 

・ 走行時間短縮便益＝１,１５５．９億円 
・ 走行経費減少便益＝  ２１８．２億円 
・ 交通事故減少便益＝   １０４．２億円 
       合計  １，４７８．３億円 

 

・ 事業費     ＝  ７２１．０億円 

・ 維持管理費   ＝   １４．６億円 

       合計      ７３５．６億円 

 

費用便益 Ｂ／Ｃ  ＝１，４７８．３／７３５．６ 

          ＝ ２．０１ 

 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 
（対象：令和２年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

Ｒ２ 
再評価 
時点 
 

道路改良事業 
 
一般国道４４４号 
佐賀福富道路 
 
事業主体：県 
 
事業地： 
佐賀市嘉瀬町中原 

～杵島郡白石町福富 

 
 
 
 

有明海沿岸道路は、福岡県大
牟田市から佐賀県鹿島市に至
る有明海沿岸地域の各都市の
交流促進及び佐賀空港と三池
港との連携強化を図る約55km
の地域高規格道路である。 
 そのうち佐賀福富道路は、
有明海沿岸道路の一部を構成
し、平行する一般国道４４４
号の交通渋滞及び交通隘路区
間の回避を目的とした10.5km
の２車線のバイパスを施工す
るものである。 
 有明海沿岸道路について
は、各市町による期成会や協
議会の設立、要望活動が行わ
れるなど、早期整備が望まれ
ている。 
 

全体事業費：５８０億円 
  
工期：Ｈ１３～Ｒ４ 
 
事業内容 
 延長：10.5ｋｍ 
 幅員：7.0（10.5）ｍ 
 【暫定2車整備】 
 改良工 L=10.5ｋｍ 
 橋梁工 4橋（50m以上） 
 舗装工 L=10.5ｋｍ 
 測試   一式 
 用地補償 一式 

R1末進捗率： 89.7％ 
 （事業費ベース） 
 
（年平均進捗率
4.7％） 
 
用地補償契約86.8％ 
 
○平成23年3月 
嘉瀬南IC～久保田IC間
のL=1.7kmを供用開始 
 
○平成25年3月 
久保田IC～芦刈IC間の
L=2.8kmを供用開始 
県道 江北芦刈線の
L=4.0kmを供用開始 
 
○平成28年3月 
芦刈IC～芦刈南IC間の
L=2.0kmを供用開始 

交通量の推移 
○  久保田町搦西 
H6  14,345台/日（基準） 
H9  15,937台/日（1.11） 
H11 15,713台/日（1.10） 
H17 18,443台/日（1.29） 
H22 18,842台/日（1.31） 
H27 14,823台/日（1.03 

○白石町福富 
H6  14,908台/日（基準） 
H9  15,594台/日（1.05） 
H11 16,342台/日（1.10） 
H17 18,002台/日（1.21） 
H22 16,938台/日（1.14） 
H27 16,150台/日（1.08） 

 ○その他社会情勢の変化 
・（国）大川佐賀道路は、一部一般
道を利用し、平成21年3月に供用開始
を行い、随時延伸が行われている。 
・九州佐賀国際空港にLCC就航
（H26） 
・平成25年5月に佐賀県医療センター
好生館が開院。  
・道の駅しろいしが令和元年6月にオ
ープンした。 
・佐賀福富道路の先線である福富鹿
島道路が整備区間に指定された
(H17.3） 
 

事業採択時
と比較して費
用対効果要因
の大きな変化
は見られな
い。 
 
B/C＝2.29 
 
 
 

（コスト縮減） 
・本工区は、全線
軟弱地盤上に構築
することとなるた
め、地盤特性を的
確に把握し効率的
な軟弱地盤対策工
法を選定しコスト
縮減を図る。 
 
・他工事で発生す
る残土を本工事の
盛土等に流用し、
コスト縮減を図
る。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 
 

再評価実施
後５年が経
過 
 
 
 

継続  
（理由） 
当該箇所の事業
の必要性に変化は
なく、産業・観光
振興、交通の円滑
化、交通安全の向
上、災害時の緊急
輸送道路や代替道
路としての機能確
保を図るため、事
業を継続したい。 
 
 

今回 
再評価 

全体事業費：５８０億円 
  
工期：Ｈ１３～Ｒ７ 
 
事業内容 
 延長：10.5ｋｍ 
 幅員：7.0（10.5）ｍ 
 【暫定2車整備】 
 改良工 L=10.5ｋｍ 
 橋梁工 4橋（50m以上） 
 舗装工 L=10.5ｋｍ 
 測試   一式 
 用地補償 一式 
 

R2末進捗率： 94.5％ 
 （事業費ベース） 
 
（年平均進捗率
4.7％） 
 
用地補償契約94.4％ 
 
 
○令和3年7月 
芦刈南IC～福富北IC～
福富IC間のL=3.5kmを
供用開始 
 

〇令和３年７月に福富ＩＣが供用さ
れ、嘉瀬南ＩＣから福富ＩＣまで
10kmがつながった。 
〇これにより、利便性が増して有明
海沿岸道路の利用者が増えた。 
（嘉瀬南ＩＣ利用）10,733台 ⇒ 
13,019台（+2,286台）（台/12時間） 

工期延長によ
る便益の減少 
 

B/C＝2.01 
 

同上 
 
 

前回評価時
より工期延
長のため再
評価 
 
 
 

継続  
（理由） 
・当該箇所の事業
の必要性に変わり
はない。 
・B/C1.0以上
（B/C=2.01）が確
保されている。 
・要望活動が行わ
れるなど、早期整
備が望まれてお
り、今後の円滑な
事業執行が可能で
ある。 
 以上のことか
ら、当該事業の完
成に向けて、事業
を継続することと
したい。 
 

理由等 
 
 
 
 
 
 

  （工期） 
・浸水規模の見直しによる
設計修正が必要となったた
め 
・文化財の発掘調査が必要
となったため 
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令和３年度公共事業再評価諮問地区「継続」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路改良事業 
一般国道４４４号（福富鹿島道路） 

継続理由 〇福富鹿島道路の整備により、産業・観光の活性化や交通渋

滞緩和および交通の円滑化、安全性の向上が図られる。 

〇費用対効果についても、B/C1.0 以上（B/C=2.71）が確保さ

れている。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 3%［約 5 億円/約 164 億

円］（令和 2 年度末）であり、そのうち用地買収は未着手と

なっている。 

〇各市町による期成会の設立、要望活動が行われるなど、早

期整備が望まれており、今後の円滑な事業執行が可能であ

る。 

〇よって、当該事業の完成に向けて、事業を継続することと

したい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ２７４．８億円 

・走行費用短縮便益 ＝  ７３．６億円 

・交通事故減少便益 ＝   ５．２億円 

       合計 ＝ ３５３．６億円 

 

【 費用 】 

・事業費      ＝ １２７．５億円 

・維持修繕費    ＝   ２．８億円 

       合計 ＝ １３０．３億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ３５３．６／１３０．３ 

          ＝ ２．７１ 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象事業    （前回の再評価実施後５年間が経過した時点で継続中又は未着工の事業） 
（対象：令和元年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

Ｒ１ 
再評
価 
時点 

道路改良事業 
 
一般国道444号 
 (福富鹿島道
路) 
 
事業主体：県 
事業地：白石町 

有明海沿岸道路は有明海北部
沿岸地域を通り、福岡県大牟田
市と鹿島市を結ぶ延長約５５ｋ
ｍの幹線道路であり、平成６年
１２月に地域高規格道路の計画
路線に指定された。 
そのうち福富鹿島道路は、地

域間の交流支援とともに曲線半
径１００ｍ以下の線形不良箇所
が６箇所存在し、交通事故が年
平均３０件発生している国道４
４４号のバイパス機能の役割も
担っている。 
本事業は、福富鹿島道路のう

ちの鹿島市側から３．６ｋｍの
区間を施工するものである。 
有明海沿岸道路については、各
市町による期成会や協議会の設
立、要望活動が行われるなど、
早期整備が望まれている。 

全体事業費：164億円 
（暫定供用分） 

 
工期：H17～R5 
 
事業内容  
 延長 L=3,600ｍ 

（暫定2車線） 
 幅員 W=7.0(10.5)m 
 
改良工 L=3,600m 

 舗装工 L=3,600m 
 橋梁 一式 
 測試 一式 
用地補償 一式 

H30末進捗率 約2％ 
（事業費ベース） 
 
これまでに、環

境影響評価の手続
き及び測量・調
査・設計を実施し
てきている。 

・平成18年度に隣接工区
の佐賀福富道路に工事着
手しており、平成28年3月
に芦刈IC～芦刈南IC間(約
2.0km)が開通し、嘉瀬南
IC～芦刈南ICまでの約6.5
ｋｍが自動車専用道路と
して供用している 
・H25.5月に佐賀県医療セ
ンター好生館が開院 
・令和元年6月に福富IC付
近に道の駅「しろいし」
がオープン 
・（国）有明海沿岸道路
の福岡県側は、令和3年10
月現在、約23.8kmが自動
車専用道路として供用さ
れている。 

事業採択時
と比較して大
きな要因の変
化は見られな
い。 
 
B/C=2.80 

（コスト縮減） 
・本工区は、全線
軟弱地盤上に構築
することとなるた
め、地盤特性を的
確に把握し効率的
な軟弱地盤対策工
法を選定しコスト
縮減を図る。 
 
・他工事で発生す
る残土を本工事の
盛土等に流用し、
コスト縮減を図
る。 
 
（代替案の検討） 
特になし 

再評価実施
後5年経過
のため再評
価 

継続 
（理由） 
当該箇所は、有

明海沿岸道路の
一部を形成して
おり、有明海沿岸
地域全体の地域
間交流を促進し
産業や観光の活
性化に大きく寄
与すると共に、救
急搬送や災害発
生時の避難、救援
物資の輸送等「命
をつなぐ道」とし
ても大きな期待
が寄せられてい
る。 
 

 当該箇所の事
業の必要性に変
化はなく、費用
対効果の高さ
や、円滑な交通
の確保による地
域経済の発展等
を勘案し、事業
を継続すること
としたい。 
 

今回 
再評価 

全体事業費：164億円 
（暫定供用分） 

 
工期：H17～R13 
 
事業内容  
 延長 L=3,600ｍ 

（暫定2車線） 
 幅員 W=7.0(10.5)m 
 
改良工 L=3,600m 

 舗装工 L=3,600m 
 橋梁 一式 
 測試 一式 
用地補償 一式 

Ｒ2末進捗率 約3％ 
 （事業費ベース） 
 
地質調査、軟弱地

盤解析を実施し地盤
改良工法の検討や基
準点測量、地形測量
に着手している。 

・前回評価時より、大きな
変化はみられない。 
 

工期延長による
便益の減少 
 
B/C=2.71 
 
 

同上 前回評価時
より工期延
長のため再
評価 

継続 
（理由） 
・当該箇所の事業
の必要性に変わ
りはない。 
・ B/C1.0 以 上
（B/C=2.71）が確
保されている。 
・要望活動が行わ
れるなど、早期整
備が望まれてお
り、今後の円滑な
事業執行が可能
である。 
 以上のことか
ら、当該事業の完
成に向けて、事業
を継続すること
としたい。 

 理由等 
 

  （工期） 
・道路構造や地盤改工
法などの見直しに期間
を要しており、工期を
延伸 
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